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ICT で広がる学びの可能性 

GIGA スクール構想によって、一人一台端末が整備されてから６年が経ちました。様々な
場面でタブレット端末が活用され、子どもの学びの姿も変化していることと思います。昨
年、中教審から報告された「論点整理」には、「情報活用能力の抜本的向上」という方針
が示されました。「抜本的」という言葉は、これまでの活用の枠を超え、学びのあり方を
根本から見直していこうという意志の表れだと受け止めています。また、加速度的に進歩
し続けている生成 AI との付き合い方も活発に議論されています。子どもが生成 AI をパー
トナーとして活用しながら学習を進める日も、そう遠くないかもしれません。こうした変
化が激しい時代だからこそ、我々教員も「情報活用能力」を育んでいきたいものです。 

６月２日、３日に「ミライシードの基礎研修」を実施しました。 

２日は、ドリルパークの AI ドリルを主な話題として
取り組みました。右の画面は、ドリルパークで同じ問題
を解いている際の子どもの様子（イメージ）です。習熟
度に応じて、AI が異なる問題やヒントを提示してくれ
ます。「問題が解けない」と手が止まる子どもや「ドリ
ルが終わっちゃった」と時間を持て余してしまう子ども
にそれぞれ対応している点に、子ども一人ひとりが安心
して学べる可能性を肌で感じることができました。 

３日は、オクリンクプラスの情報可視化機能を主な話
題として取り組みました。右の画面のように子どもの言
葉を集計して、ワードクラウドを作成することができま
す。他にも、子どもの意見を瞬時にグラフ化する集計方
法など、便利な機能が備わっています。意見を可視化す
ることで、学級内の考えの偏りを把握しやすくなりま
す。こうした機能は「話せないけれど一生懸命考えてい
る」子どもの意見を取り入れたり、学級内の合意形成を
図ったりしたいという教師の願いを実現可能にするも
のだと実感しました。 

今、ご紹介したような機能は６年前にはなかったものです。つまり、学習ソフトやアプ
リケーションも子どもの思いに応えるために年々進化しているということです。子どもた
ちにより豊かな学びを届けるためには、我々自身のアップデートも欠かせません。  

学習指導センターでは、これからも日々の授業改善に挑戦する先生方を全力で応援して
いきます。まずは毎日の授業の中に、小さな一歩を取り入れてみませんか。 

ICT の活用に関する疑問やご相談がございましたら、いつでもお気軽に学習指導センタ
ーへご連絡ください。 

（文責：髙山 史）
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「WEBQU の分析と活用法」研修会 
６月３日（水）、早稲田大学・教育総合科学学術院 非常勤講師の伊佐貢一様を講師にお

招きし、「WEBQU を活用した学級づくり」について研修を行いました。 

前半は講義で、「WEBQU アンケートの構造」「WEBQU の活用について」「WEBQU の結果の

見方（新機能含む）」について学び、後半は各学校の実際の QU データを見ながら研修を行

いました。今回の研修では、参加していただいた先生方から各学校で伝達講習をお願いし

たいと考えています。特に、「WEBQU の活用」について職員間で共有し、学級づくりに役立

てていただきたいです。 

本研修では、講師の伊佐先生より「QU とは、学級づくりの理論と方法論を整理したもの

であり、『集団とは○○するとよくなる』ということを示した形式知（言語化された知識）

である」という本質的な視点をご提示いただきました。 

これを踏まえ、伊佐先生からは、学級経営の土台として「職員室が親和的である（お互

いを認め合い、協力し合える環境である）」ことの

大切さについてお話をいただきました。学級担任を

孤立させるのではなく、全校体制で WEBQU を活用し

た学級づくり・集団づくりを進める必要性を改めて

強く実感しました。 

これまでも各校で WEBQU の結果を分析・検討し、

学級経営等に活用してきたことと思いますが、改め

てその重要性を感じました。ぜひ各校で WEBQU の結

果を有効に活用していただきたいと思います。 

伊佐先生が力強くお話されていたのは以下の点です。 

 

 

 

 

 

 

受講者の方の感想を紹介します 

・WEBQU を学級づくりに、どのように活かしていくとよいのかが、よく分かりました。特

に、WEBQU の結果を見る視点（具体的にどこを見て、どのようなことを把握することが

重要か等）を教えていただき、とても勉強になりました。 

・「バージョンアップした部分や活用におけるポイントを焦点化してお話しいただいたこ

とで、校内へ持ち帰って若手を含めた全校体制

で活用を進めていくことができる見通しがもて

ました。 

 

最後に、研修会で紹介のあった WEBQU に関する

右の参考図書は、学習指導センターで貸し出しを

しております。参考にしたいという学校がありま

したらお問い合わせください。 

（文責：髙橋 圭祐）  

・ルールの確立とリレーションの形成が大切！ 

 （分布図の縦軸を見ればリレーション、横軸を見ればルールがわかる） 

・親和型がでたら「活性度」に目を向ける 

・ヘルプサインチェックや経年変化などの機能を活用 

・小規模な学校だからこそ「みんながリーダーの学級づくり」 
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★研修講座★ ７月実施の研修講座です。 

期 日 ｺｰﾄﾞ 研 修 講 座 会 場 

7 月 6 日(月) K01 《国語》授業公開講座Ⅰ〈小学６年〉 浦佐小学校 

7 月 7 日(火) I02 
《特別支援教育》ティーチャーズトレーニング 

ステップ３，４ 

総合支援学校 

集会室 

7 月 7 日(火) G01 
《小中学校共通講座》① 

学年・学級経営をする上で大切にしたいこと 

～夏休み明けの学級づくり～ 

南魚沼市民会館 

実習室 

7 月 28 日(火) R08 
《理科》【学年別基本研修】 

小６年間授業の進め方（後期） 
北辰小学校 

7 月 28 日(火) I03 
《特別支援教育》通常の学級の中で困っている 

児童・生徒の支援 ～事例から学ぶ～ 

総合支援学校 

集会室 

7 月 29 日(水) R07 
《理科》【学年別基本研修】 

小５年間授業の進め方（後期） 
北辰小学校 

7 月 29 日(水) M07 《GIGA スクール》情報モラル教育研修 
ふれ愛支援ｾﾝﾀｰ 

多目的ホール 

7 月 30 日(木) G05 
《小中学校共通講座》「ダンスを通して 

つながりを深め、元気に過ごすために」 

＊教職２･３年目の応援訪問を受けている教職員及び希望者対象講座 

ふれ愛支援ｾﾝﾀｰ 

多目的ホール 

7 月 30 日(木) R06 
《理科》【学年別基本研修】 

小４年間授業の進め方（後期） 
北辰小学校 

7 月 31 日(金) R05 
《理科》【学年別基本研修】 

小３年間授業の進め方（後期） 
北辰小学校 

★学校訪問★  ７月の計画訪問・要請訪問の予定です。 

期 日 学校名（教科等） 期 日 学校名（教科等） 

7 月 1 日(水) おおまき小(外) 7 月 9 日(木) 中之島小(国)、塩沢中(外） 

7 月 2 日(木) 塩沢中(数) 7 月 10 日(金) 石打小(国･算) 

7 月 3 日(金) 湯沢小(算) 7 月 13 日(月) 栃窪小(外) 

7 月 6 日(月) 浦佐小(国)、北辰小(算) 7 月 14 日(火) 六日町中(国)、赤石小(外) 

7 月 7 日(火) 上田小(外) 7 月 15 日(水) 城内小(外) 

7 月 8 日(水) 

五十沢小(国)、 

中之島小(算)、 

上田小(理:クラブ） 

7 月 27 日(月) 浦佐小(外) 

7 月 29 日(水) 六日町小(国･算) 

 


